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【付帯条項 】

4，1

　（1） 必要 に応 じて，供試 体作 製 時の 含 水比 Wo （％）を 用 い て も

　　 よい 。そ の 場合，4，1〔3）の 供試体間 隙比 eo，飽和度 Sro（％ ）

　　はそ れぞ れ 次式で 算定す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 測 0
　 　 　 　 　 　 1十一
　 　 　 　 P、　　 100
　　 　 eo＝一×　　　 xVo − 1
　 　 　 　 Pw　　 η ¢ D

　 　 　 　 zθoρ3

　 　 　Sro三』
　 　 　 　 召o ρ駕，

4．2（1｝『　4．3（2）

（8） 主応 力差の 最大 値 （σ a

一
σ．）皿。。お よ び そ の 時 の 基底応

　力 σ ，。et ，サ ク シ ョ ン Sf

（9） 基底応力に基 づ く主応 力差 の 最大 時の モ ー
ル 円 お よ び

　サ ク シ ョ ン Sf 関係

  　圧縮 強 さ一サ ク シ ョ ソ お よび 基底応 力 σ，。，t 閧係

  　本基 準 と部分 的に 異 な る方法 を 用 い た場 合は ，その 内

　 容

  　そ の 他特記す べ き事項

　内 セ ル の 水位変化 で 供試体 の 体積変化 を測定 す る場 合，体積変

化量 ri　V （cm3 ） は，次 式で 算定 す る。

　　　AV ・＝Al ）px （A 一
α ）＋ Al）Gxa

こ こ に，

　　　ADp ：内セ ル の 水位変化量 （cm ）

　　 　 　A ：内セ ル の 水位 測定部 断面 積 （cm2 ）

　　　　 a ：載 荷 ピス トン の 断面 積 （cm2 ）

　　　∠DG ：供 試体の 軸変位量 （cm ）

【付 帯条項 】

　 5，

5． 報 告 事 項

試験結果 に つ い て 次 の事 項を報 告す る。

（D　供試体の作製方法

  　試 験前 の供 試 体 の寸 法，質 量，含水 比，聞隙比，飽和

　 度

  　圧密過程 の 応 力径路

（4） 圧密過程 の 排水量，体積変 化量 お よ び 軸変位量 と時間

　 の 関係

（5） 軸圧 縮過程 の ひ ず み 速度，排 水 条件，側圧条件

  　主 応 力差
・
体積 ひ ず み

一
軸ひ ずみ 関 係お よ び排水試験

　の 場合 は含 水比
一

軸 ひ ずみ 関係，非排 水試験の 場合は サ

　 ク シ ョ ン
ー軸 ひ ずみ関係

  　供試体の 破壊状況

　  　測 定 した場 合 に は，供試体 の 初期サ ク シ ョ ン を報 告す る
。

　  　圧 密過程の 応 力径路は，間隙空 気圧一セ ル 圧 関係，あ る い

　 　は サ ク シ ョ ソ ー平均 基底応 力関 係に よ り表 示 す る。平 均 基底

　 　応力 は次式で 算定 す る。

　 　　 　 　σ n 十 2σ r

　　 Pn・t＝＝　3　
』Ua

こ こ に，P。，t ；平均基底応 力。

（4） 必要 に 応 じて，以下 の 項 目 につ い て 報告 す る。

　 　 a．間隙比，飽和度，含水比 と時間 の 関係

　　 b．段階載荷を 行 っ た 場合は ，各段階終了時の 間 隙比，飽

　　　和 度，含水 比 と平均基底応 力 との 関係。

　 　 c．サ ク シ ョ ン を変化 させた場合 の 各段 階終 了時 の 間隙比，

　 　　 飽 和度，含水 比 とサク シ ョ ン の 関係。飽 和度，含 水比 と

　　　サ ク シ ョ ン の 関係は JGSTS51 「土の 保水性試験方法」

　　　 と同 じ意味を もつ 。
ゆ　圧 縮 強 さ を縦軸 に，基底応 力を横軸 に と っ て 図示 す る。排

　 水 条件 で 軸圧縮時の サ ク シ ョ ソ が一定 で あ る場合 に は，サ ク

　 　シ ョ ン ご とに モ
ー

ル 円 を 図 示 す る。この 時必 要 に応 じて，モ

　
ール 円の 包絡 線 か ら 求 め た せ ん 断 抵 抗 角 軌。亡 お よ び 縦軸 切

　 片 C。et を 報 告す る。同図中 に，排水 条件 の 場合 は 設定 した サ

　 　ク シ ョ ン を，非排 水条件 の 場合に は主応 力差最 大値 の 時の サ

　 ク シ ョ ン Sf を 表示 する。

輔一“’−1’一岬齢紳”1’ψ1画嘲’φ”脚φ岬11障“ψ．’韓9 陣1’榊脚，悼・’，鱒・幽御 鱒゚・・“齢一→帰・サー…一 ，・一 一・1・資料一538 ．一 一一

rJGS　T 　 145 土の 収縮定数試験方法」，
　 rJGS　T　 151 土 の 保水性試験方法」，

rJGS　M 　 111地盤材料の工学的分類方法」 の 一 部改正案に つ い て

地盤工学会基準部

，噌φφφ・Pゆ・ρ，’ψrレ9 ψ一龠，幣一〇一儚φ呷φ．「φ一φψ十“一咽，一．− 9−．，書’サゆ9 ”φゆρ一“ひ・劇φ瀞，酔一・眇，げ，、Pφ尋登9サψ一鱒Pゆψφ、，ゆ呷→，，ρ，壷一．rゆr卩ゆ爾一炉φ“＋9

1．　 ま え が き

　標記 の 試験方法 に 関 す る地 盤 工 学 会 基 準 （以下 ，基 準

とい う）は ，
1990年 の 改正 あ る い は 制定以降 内容 を

変更するこ とな く現在 に至 っ て い る が，今般，計量 法 に

よ る SI へ の 移 行猶予期限 （1999年 9月30日）を考慮 し

た単位の SI化，関連す る 規格
・
基準の 改正 ・制定に 伴

う表記 や 用 語の 変更，そ の 他 軽 微 な変更事 由 に よ り内容

を 見直す 必要 が生 じた た め，基準部，土質試験基準検討

委員会および こ れに所属す る物 理 試験 ・
分類小委員会 に

お い て見直 しの検討 を 行 っ た。よ っ て こ こ に 改正案を提

February，199S

案す る 。

　「土 の 収縮定数試験方法 」 に つ い て は ，対 応 す る JIS
の 改 正 案 が 本 号 に 全 文公示 さ れ て い る。本試験方法 の

JISとJGS とは 本質的 な違 い が な い こ とか ら，　 JISとの

相違点 を説 明す る 1）
。

　上 記 の 3 試験方法の うち，「地盤材料 の 工 学的分類方

法」 は比 較 的 軽 微 な 改 正 で あ り，変更点の み を 対比 表 で

示 す。現行 の 基準 の 詳細 に つ い て は 1995年11月 に 発行

され た 「改正 地盤工 学会基準
・
同解説」 を参考 に され た

い 。

　また，「土の 保水性試験方法」 は 変更点が多 く，対比

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 73
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表 の み で は 理 解 し に くい た め に，そ の 全 文 を提示 す る。

　 こ れ らの 改正 案 に つ い て の ご意見は，書面 に て平成 10

年 4 月末 日まで に地盤工 学会基準部宛に ご提出 い た だ き

た い。提 出 い た だ い た ご意見 は 関係委員会および基準部

で 検討 し，改正 基準 は 理 事会 に お い て 確 定 す る。

2． 基準改正 の 経緯 と概要

　 2．1 土 の収縮定数試験方法

　 土 の 収縮定数試験方法 の 基準改正 事由は，本号 に 掲載

した 「JIS　 A 　1209 　土 の 収縮定数試験方法」
一

部 改 正

に つ い て と同 じで あ る の で ，こ れ を参 照 して い た だ きた

い 。

　JGS改正案で は ，　 JIS改正 素案との 整合性 を保 つ よ う

に 現行基準か ら変更 して お り，基本的な 内容 は JIS改正

素 案 と同 じで あ る が，様 式や 構成 は 地 盤工 学 会 の 所 定 の

もの と し，JIS改正 素案 に お け る 備考，参考 は 付帯条項

に 記述 した 。 な お，公 示案 （全文） は ，63〜65ペ ージ

に掲載 した。

　 2，2 土 の 保水性試験方法

　 土 の 保水 性 試験 の 主 な変更は 以 下 の とお りで あ る。

（1） SI単位 へ の 移行

　現行の 基準で あ る JGS　T　151−1990 「土 の pF 試験方

法 」 で は，化学ポ テ ン シ ャ ル を圧力水頭 （cmH20 ） に

換算 し常用対数で 表した もの を pF と定義 して い た。し

か し，土 中水 の 化学 ポ テ ソ シ ャ ル を圧力水頭 で 表す こ と

は SI化 に な じむ もの で は な く， ま た海外 の 基準 との 整

合性，あるい は最近，ポ テ ン シ ャ ル の 単位 を Pa または

kPa で表す事例 も多 くな っ て きて い る こ とか ら，改正

す る 基準 は 全面的 に SI単位 に 移行 した。

　 こ の た め ，土 中水 の ポ テ ン シ ャ ル 値 は ，pF を 用 い る

の で は な く ， Pa を用 い る こ と に した 。 こ れ に伴 っ て，

ポ テ ン シ ャ ル 値 の 算定方法も変更 した。

（2） 基準名称の 変更

　 SI化 に 伴 い ，基準 の 名称 を 「土 の pF 試験方法」 か

ら 「土 の 保水 性試験方法」 に変更 した 。

（3）基準構成 の 変更

　基準の 構成は，吸引法 と加圧法，蒸気圧法 とサ イ ク ロ

メーター法 の よ うに 原理 的に 同 じ試験に つ い て は ま とめ

て 記述す る よ うに変更 した
。

（4） 不飽和供試体 に よ る試験方法 の 追加

　従来は ， 供試体 を吸水飽和 させ て 排水過程 の もとで 試

験 を実施す る こ と を原 則 と して い た 。 しか し，工 学的な

見地 か らの 水 分保水 性 を得 る た め に ，不 飽和供試体 に お

け る 吸水あ る い は排 水過程 の も とで試験が必要で あ り，

不飽和供試体 に よ る試験方法を吸引法 ， 加圧法 に 追加 し

た。

　なお，公示案 （全文）は ，75〜80ペ ー
ジ に 掲載 した。

　2，3JGSMI11 ： 地盤材料 の 工 学的分類方法

　 「3．地盤材料の 分類 」 の 条項 に お け る 条文構成 の 変

更，粒径単位 の統
一，関連基 準の 引用 の 追加 ， 細粒土 の

小分類 に お け る 液性限界
・
塑性限界試験 の 試験結果 が

NP とな る場 合 の 取 り扱 い の 明確 化 ，等 の 修 正 を行 っ た 。

　対比 表 を下記 に 示 す。

　　　　　　　　 参　考　文　献

1） 地盤 工 学会 基準部 ：新規 制定 Jls　 r土の 収縮 定数試験 方

　 法」 の
一部改正 に つ い て，土 と基礎，Vel．46，　No．2，　pp ．

　 63〜65
，
1998．

「JGS　M 　111　地 盤材料 の 工 学的 分類 方法」の 変 更点

項　　　　目 現　　行　　基　　準 改　　　 正　　　 案 備　　　 考

付帯条項1，3の 図一1 粒径の 単位は μm と mm の 2 種類 で 表記 粒径 の 単位 はす べ て mm で表 記 同
一

図表 の 中 に用 い る単

付 帯条項4．（3）の 図
一6 位は統

一
す る

付帯条項 （2） 土の 液 性限 界 は，JGS　T 　142 「フ ォ
ール コ JGS　T 　 142 フ ォ

ール コ

一
γ を 用い た土の 液性限 界試験方法」 に よ っ

一
ソ を用 い た土の 液性限

て もよい。 界試 験方法 の 新規 制定 に

よる。
3，地 盤材料の 分類 3．3土質材 料 3．1お よ び3，2 と 同様の 構

図
一2 に従 って，石 分 を 含 ま ず 粒 径75 成 とした

mm 未満の 土粒子 で 構成 さ れ る もの を 「土 質

材料 」 とす る

3．3土質材料の 大 分類 （1）土質材 料の 大分類 条 文構成 の 変更

石分 を除 く75mm 未満 粒径で 構成 され る
・・．

削除 3．3土 質 材 料 の 冒 頭 で 定

義 した た め

3．4土 質材料の 中分類 （2）土質材料の 中分類 条文構成の 変更

3．5土質材料の 小分 類 〈3）土質材料の 小分類
・
図
一4 に 従って 小分 類する。 ・

図
一4に従 っ て 小分類 する。な お ，小分 類

で は ，質量 割合で 2 番 目以 降の 構成 粒子 を，
その 割合に応 じて ，表一3 に従 い 「質」と 「ま

じり」 を衰記 す る。

3．6質 とま じり 全文 削除

3．4土 質材料別の 分類

74 　 土 と基 礎，46− 2 （481）
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3、7礫質土 の 分類 （1）礫質土 の 分類

3．8砂 質土 の 分類，3．7礫 質土 〔G 〕の 分類 と

同 じ方 法で 分類す る。
（2）砂質土 の 分類

＊

（表下に 変更 内容 を示す）

3．9細粒土 の 分類 （3）細粒土 の 分類

図
一5　 塑性図 図ト

ー5　 塑性図の 液性 限界 の 値 く 塑性指数 の

値の 範囲の 目盛 り線を 削除

会員 の 意 見 を踏 まえ て 検

討

表
一3　 質 と ま じり 表

一3　 小分類 に おけ る 「質」 と 「ま じ り」 表記 の 訂 正

3．10高有機 質土 の 分類 （4）高有機質 土の 分類 条文構 成の変更

3ユ1人 工 材料 （5）人 工 材料

付帯条項3．5 3，5 33  

付帯条項3．6 3．6a，　b，　c 3．6を 削除 し，d，e，f とす る。

付帯条項3．9 39 3．4（3）

b液 性限界 ・塑性限界試験を行 っ て ，「NP 」

とな っ た場合 は 「シル ト ｛M ｝」 で あ る。

NP とな った 場 合 の 取 り

扱 い の 明確化

付帯条項3．1ユ 3．11 （5） 条文構 成の 変 更

＊ 3．4（2）砂質 土の 分類の 表記 は 以 下 の とお り とす る。
　  　「砂質土 〔S〕」 は中分類に よ っ て ，「砂 ｛S｝」 「礫 質砂 ｛SG ｝」 お よび 「細粒 分ま じ り砂 ｛SF ｝」 に 3 分類 する。
　  粒 度試験 結果 がある場合 tl 砂 質土 〔S〕」 で中分類 され た，「砂 ｛S｝」「礫 質砂 ｛SG ｝」お よび 「細粒分ま じり砂 ｛SF ｝」 は ，さ らに表一3 に 示

　　 す 「質」 と 「ま じり」 で 表記 した 「細粒分」 「礫分」の含有率に よ っ て 図
一4 に 従っ て 小分類す る。

地盤 工学会基準案

土の 保水性試験方法

JGST151
− 199X

Test　Method 　for　Water 　Retentivity　of　Soils

1， 総　則

　 L1 試験 の 目的

　 この 試験 は，土 中水 の ポ テ ン シ ャ ル また は 土 の 水分特性 曲

線を 求め る こ と を 目的 とす る。

　 1，2 適用 範囲

　主 と して4．75mm ふ る い を通過 した 土 ，お よ び乱 さな い

状態で 採取 さ れ た 土 を対 象 とす る。

　1，3 用 語 の 定義

　土 中水の ポテ ン シ ャ ル とは，単位体積 （あ る い は質量 ）当

た りの 土 中水の ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ
ー

をい い ，等温で か つ

大気圧下 に あ る 「同 じ化学組成 の 水」を 基準状態 に とる場 合

は，土 中水 の マ トリッ ク ボ テ ン シ ャ ル とい う。「純水」 を基

準状態 に とる場合は，土中水 の化学 ポテ ソ シ ャ ル とい う。水

分特性曲線 とは 土の 保 水特性 を示 し，含水比 と土 中水の マ ト

リッ クポ テ ン シ ャ ル との 関係 を表す 曲線をい う 。

  ： 供試体中の 水の 体積 （cm3 ）

ev ： 含水 比 （％）

ρd ：供試体 の 乾燥 密度 （gfcm3 ）

p”：水の 密度 （g！cm3 ）

2．　試験方法 の種類

　土 中水 の ポテ ソ シ ャ ル を測 定 す る に は ，表
一1に 示 す 方法

が あ り，測定範囲に 応 じて 使 い 分 け る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 表
一1　 試験 の種類

試 験方法 測定 す る ポテ ン シ ャ ル

吸 引法

加圧法 マ トリ ッ クポ テ ソ シ ャ ル

遠心法

蒸気圧法

サ イク ロ メーター法
化学 ポテ ン シ ャ ル

【付帯条項 】

1．本基準 と部分 的 に異 なる 方法 を用 い た場合 に は，その 内容 を

報告事項 に 明 記 しな け れ ば な らない 。

1．3a ．土 中水 の ポ テ ソ シ ャ ル の 単 位 は，　 Pa を 原 則 と して 用 い

　　　 る。

　　b，水分特性 曲線は ヒ ス テ リシ ス を持ち，脱 水過程 と吸水過

　　　程 で は，一般 に 異な っ た曲線 とな る。

　　d、供 試体の 体積変化 を測定 する場 合，含水比 の かわ りに 次

　　　の 体積含水 率 θ（％）を用い て もよい 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 w ’Pd
　 　 　 　 　 　 θ＝一 × 100 ＝一
　　　 　　　　 γ 　　　　 ρw

　 　 　 こ こ に，

　　　 V ： 供試体 の 体積 （cmS ）

Febr ” ary ．1998

【付帯条項 】

2． a．土 中 水 の ポテ ン シ ャ ル の 全 範囲 を
一

つ の 試 験方 法で 測定

　　　す る こ とは で きな い 。一般 に，表 ：
− 2 に示 す 測 定 範囲が 目

　　　安 となる。

表
一2　 試験方法 と測 定範囲

試 　験 方 法 ポ テ ン シ ャ ル の 測定範 囲 （kPa）

水頭 法
一〇．1〜　　　− 30

吸 引法
減圧 法

一
〇，1〜　　　−50

加圧板 法
一10　 〜　

− 1500
加 圧法

加圧膜 法
一10　 〜　 　

− 1500

遠 心怯 一10　 〜　 − 150Q

蒸 気圧法
一3000　〜− 300000

サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー
法

一300　〜−15DDOO
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3， 吸 引法と加圧法

　吸 引法 は 供試 体を大 気 圧 下 に 置 き，土 中 水 に 負圧 を与 え る

方 法 で あ り，加 圧法 は 加 圧 した 圧 力室 内 に供試 体 を置 き，土

中水の 圧力 を 大気圧 と等 し くす る方 法で ある。加圧法 に は，

適用す る フ ィ ル タ
ー材料 に よ り，加圧 板法 と加 圧膜法 が あ る。

　 3．1 試験用 具

　 〔1）　フ ィ ル ター

　セ ラ ミ ッ ク 板 （吸 引法お よ び 加圧 板 法）

　セ ル ロ
ー

ス膜 （加 圧膜法 ）

　   　吸引式 （加圧 式）測定 装置

　 フ ィ ル タ
ー，負の 水圧 （加圧式の 場 合は正 の空 気圧） を一

定に 保つ 器具，排水量測定器 具か ら構成 さ れ ， フ ィ ル タ
ー

を

介 して 測定装置 の水に 土 中水を接 触させ 得る もの とす る。

　（3｝ 容器 　供試体 を 入 れ る もの ．

　（4） 含水比測定用具　JIS　A　1203「土の 含水 比試験方法」

　　の4．試験器具 に 規定す る もの。

　（5） 脱気 水

　 3．2　供試体 の作製

　 試料準備 および供 試体の 作製方 法 は，試験の 目的に 応 じて

関連 す る土 質試験 に 準拠 す る。

1：鷺 蠶和供 試体。 試験方 法 　 　 ［

犠 糶騰 驚 觜票翻
窪綴

’た セ ラ ミ ッ ク板付 きペ デ ス タル を憾 剛
　  供 試体 をセ ラ ミ ッ ク 板 の．とに 置 き，セ ラ ミ ヅ ク 板の 下

　 　方か ら脱気水 を供給 し，毛管 飽和 させ る。測定 装置 を組

　　立て ると ともに，供 試体の 乾燥 を防 く
’
。

　  供 試体の 中心 位 置 に お け る 土 中水 の ポテ ン シ ャ ル がゼ

　　ロ に な る よ うに排 水 位な どを 調 整 す る。そ の ま ま 放置 し

　 　て 余 剰水分 を十分 に 排水 させ る。

　  　所 定の 土 中水 の ポテ ン シ ャ ル を負 荷す る。

　  　水 分平 衡 に達 し排 水 が 終了 す る ま で，排 水 を続 け る。

　  　排 水 量 （ml ）を はか り，排水 質量 di（g） に換算 す る。

　  水 分特性 曲線 を描 く場合は，毛管飽和 状態 か ら目標 の

　 　ポ テ ン シ ャ ル まで，4〜6 の ポ テ ン シ ャ ル 段階 で   〜 

　　の操 作を繰 り返 す。

　  最終ポテ ソ シ ャ ル 段階終了 後に 供試体質量 m （g），炉

　　乾燥 質量 Ms （g） をは か る。

　〔2） 加 圧膜法 の排水過程

　  セ ル ロ ース 膜 を脱 気水 に 1〜2 時 間 以上浸 して 完全 飽

　　和させ る 。

　  セ ル ロ
ー

ス 膜を しわ が で きな い よ うに して 圧 力チ ャ ン

　 　バ ー
内 に敷 く。

　  　供 試体 を セ ル ロ ース 膜上 に 置 き，膜上 に 湛水 させ 毛管

　 　飽和 させ る。

  圧 力チ ャ ソ バ ー
の ふ た を閉 じる。

　  3，3．1（1）の  の 加 圧 板 法 と同 じ操 作 を 行 い ，  〜  の

　 　測 定 を 行 う。

　3．3，2　不飽和供試 体の 試験方法

　（1） 吸引法 ・加圧板 法の 排水ノ吸 水過程

　  排水量測定器 具 ・間隙水圧 測定管 路お よび こ れを接続

　 　す る測定装置 の管路 を脱気水 に よ り飽和 す る とともに，
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・ ・ か ・め飽 和 ・て お ・ た セ … ク 鮒 ・ペ デ … 引
　 を接続 す る。

  　間隙水圧 計の 値 が ゼ ロ で あ る こ とを確 認す る。

  排水量測 定器具 に 通 じるバ ル ブを 閉 じ，間 隙水 圧 が測

　 定 で きる状 態 に す る。

  ペ デ ス タル の 周 囲 お よ び セ ラ ミ ッ ク板表面の 余分 な 水

　分 を拭 き取 る。

  　乾 い た布 で 軽 くセ ラ ミ ッ ク 板表面 の 水分を拭 き取 っ た

　後，セ ラ ミ ッ グ板 上 に供試 体 を設置 し，セ ラ ミ ッ ク 板と

　の 密着性 を よ くす るため供試 体 を軽 く押 さえ る。

  　測定装置を組立 て る と と もに，供試 体の 乾燥 を防 ぐ。

  　セ ラ ミ ッ ク板上 に 供試体を 設置 した 直後か ら間隙水 圧

　計 の読 みを と り，平衡状態 を 確認 す る。平衡状態の 間隙

　水 圧 Piを 供試体の 初 期ポ テ ン ン ヤ ル値 とす る。

  　水分特性曲線を 描 く場 合は，供試 体の 初期 ポ テ ン シ ャ

　 ル 値 を 基 準 に，排水 過 程 あ る い は吸 水過程 に 対 応す る ポ

　 テ ソ シ ャ ル 値 を 設 定 す る。

  　3，3，1（1｝の   と 同 じ操作 を 行 い ，  〜  の 測 定 を行 う。

3．4　試験結果 の 整理

〔1） 各 ポ テ ソ シ ャ ル の 段 階 で の 含水 比 Wi （％）を 次式で 算

　 定す る。

　　　　Mi −1＋ di
＋ 1
−’Ms

　　 Wi＝　　　　　　　 × 100
　 　 　 　 　 　 Ms

　 　 こ こ に，

　　 mi ＋ 1 ：第 it1段階 の 供試 体質量 （g）

　　 di＋ 1 ：rg　i＋ 1段階の 排水 質量 （g）

　　　m 、：供 試体 の炉 乾燥質量 （g）

  　土 中水の ポ テ ソ シ ャ ル とそれ に対 応す る含水 比の 関係

　 を整理 す る 。

【付帯条 項】

3．1

　（1） セ ラ ミ ッ ク板 の空 気侵入 圧 は，高ポ テ ソ シ ャ ル 測 定用に は

　　1500kPa ，中 ポテ ン シ ャ ル 用 で は 500 　kPa ，低 ポテ ン シ ャ

　　ル 用で は 100kPa 程度の もの と し，測 定範 囲に よ りセ ラ ミ ッ

　　ク 板 を使い 分 け る こ とが望 ま しい 。セ ル ロ
ー

ス膜は空気侵入

　 　圧 が10DOO 　kPa 程 度の もの とす る。

　  a．吸 引法 （水頭法 ）測 定装置 （図一 D で は，供試体中

　 　　 心 とビ ュ
ー

レ ッ トの 水位 との 高低 差 h（m ） を変 え るこ と

　　　 に よ り，所定の ポ テ ソ シ ャ ル を 負荷 す る。

　　 b．吸 引法 の減圧法 に よ る 測 定装 置の 例 を 図
一2 に示 す。

　　　 減圧 法 で は レギ ュレ
ー

タ
ー

に よ り，所 定の ポテ ソ シ ャ ル

　 　　 値 が 得 られ る よ うに 負圧 を調整 す る。

　 　 c．加 圧板 法 と加圧 膜 法の 圧 力 チ ャ ソ バ ーの 例 を 図
一3お

ビ
ュ

レ

ト

ッ ク板

シ樹脂

タル

図
一1　 吸引法 （水 頭法）測 定 装置 の 例

　 　 土 と基 礎，46− 2 （4Bl＞
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図
一2　 吸 引法 （減圧 法 ）測 定 装置 の 例

E 力計

空気圧

図
一3　 加圧法 （加 圧板法）測 定装置 の例

L

圧力計
　　　 　　　レ 彳ユ レ

ー
タ
ー

○

ゴム隔膜
　　　　　　　　　　　副搴
　　 圧力チ ャ ンパ

ー バ イパ ス バ ル

匡

巽

 　　容器 供試体

セ ル ロース 膜

　　　　 主室　　 0 リ ン グ

メス シ リンダ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　調圧器

図
一4　 加圧 法 （加圧膜法） 測定装置 の例

空気圧

　　 よ び 図
一4 に 示す。チ ャ ン バ ーは高 ポ テ ン シ ャ ル 用に は

　　 2000kPa ，中 ・低ポ テ ン シ ャ ル 用 に は500　kPaに耐 え得

　　 る もの とす る。

（3） 容器 の 内径はセ ラ ミ ッ ク 板の 直径程度が望 ま しい 。乱 さな

　い 試料 で は 定容積コ ア サ ン プラ
ー

（容積 が
一

定の試 料容器）

　 を 用 い て も よい 。ま た，自立 する供 試体の 場 合に は容器 を 用

　 い な くて も よい 。

（4） 粒径約 10mm 以下 の 土 の 場合 は．　 JGS 　T　 122「電 子 レ ン

　ジを用い た土 の 含水比試験 方法」の 2，試験用 具 に規定 す る も

　の を 用 い て 含水 比 を測 定 して も よ い 。
3．2a ．供試 体の 毛 管飽 和 に長時 間を 要 する場 合 は，あ らか じ

　　　め 別 の 装置で 毛管飽 和 させて お く。

　　b．加圧膜 法で は，礫が含 ま れ て い る とセ ル ロ
ー

ス膜 を傷

　　　つ け る恐 れがあ るの で 注意す る。
3．3．謇　（1｝

  供試 体中心 で土 中水の ポテ ン シ ャ ル が ゼ ロ とは，図一1お

　 よ び 図
一2 に お い て h＝O（m ） の こ とで ある。

  a．水 頭法 で は 供試 体 中心 とビ ュ
ーレ ッ トの 水位 との 高低

　　 差 h（m ） を 変 え るこ とに よ り，減圧 法お よび 加圧板法の

　　 場合 は ，レ ギ ュ レ ー
タ
ー

を 通 じて 所定 の ポテ ソ シ ャ ル に

　　 相当 する 圧力 p（kPa ） を負荷 す る。

　 b ．各 測 定段 階で の 土 中 水 の ポ テ ソ シ ャ ル ψ（kPa） は 次式

　　 で 算定 す る。

　　 水 頭 法 ； ψ
＝一

ρゴ 々x9 ，8
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　　 減圧 法 ；il　−P

　　 加圧 法 ：ψ
＝一

力

　 　 こ こ に，

　　P・．・1 水 の 密度 （9！cm3 ）

　　 h ； 供試体中心 とビ ュ
ー

レ ッ トの 水 位 との

　　　高低差 （m ）

　　 P ： 減圧法 お よび加 圧法で 負荷 した圧 力 （kPa）

　 c．減圧 法 および加圧法 に おい て．ビ ュ
ーレ ッ トの 水位 （あ

　　 る い は 図
一2 の メ ス シ リ ン ダー

の 排 水 口 ）が 供 試体中心

　　 に ない 場 合 に は 水 頭 法に 準拠 し，土 中水 の ポ テ ソ シ ャ ル

　　 値 を補 正 す る。

  　平 衡時 間は 土 の 種類 や 供試体 の 高 さ な どに よ り大 き く異 な

　 るが，ポ テ ン シ ャ ル 値 が 一1〜− 3kPa の と きは 3〜4 時間以

　 E，− 10〜− 30kPa の と きは 12〜24時 間以上 を 目安 とす る。

　た だ し，数 日以 上 要 す る こ と も多 い 。ビ ュ
ー

レ ヅ トな どか ら

　 の 水 分 の 蒸発 が 無視 し得 な い 場合 に は ，水 面に 油を 浮か せ る

　 な どの 工 夫 が必 要で あ る。

  a．供 試 体 をセ ラ ミ ッ ク板 に載 せ た ま ま 供試体 の
一

部 を 取

　　 り，含水比 を は か っ て も よい 。

　 b．供試体 とセ ラ ミ ッ ク 板 の密 着が 十 分に 保た れ るな らば，

　　 供試 体質 量 mi （g） をはかった後，そ の供 試体 をセ ラ ミ ッ

　　 ク板上 に 戻 し，引 き続 き操 作 を繰 り返 して もよい 。

  　各ポテ ン シ ャ ル段 階で 含 水比 Wi （％ ） を求 めた場合 は，供

　試体質量 m （g）， 炉乾燥質 量 Ms （g）の 測定を 省略 して も よ い 。
3．3．1　〔2）

  加圧膜法 の 容器 はゴ ム 製の （加圧 膜法 用） リン グ と し，高

　 さは 1．O−s・2．5　cm ，直径 は 5cm 程 度 の もの とす る。

  加 圧 膜用 の チ ャ ン バ ー
は，ゴ ム隔 膜 で 隔て られ た 副室の 圧

　力 を 主 室 の 圧 力 よ り も約30kPa 程 度高 め，ゴ ム 隔膜 で 供試

　 体 を押 し付 け て セ ル ロ ース 膜 との 密 着 を保 ち う る機能 を備 え

　 た もの が 多い 。そ の 場合，主室 に 加 圧 して 2〜3 時間経 過 し，

　 供試体か らの 排水が進 ん で か ら副室 に加圧 す る。

  平 衡時間 は 土 の 種類，供 試体の 高 さ，ポテ ソ シ ャ ル 値な ど

　に よ り異 な り，数 日以 上 要す る こ と も多 い 。

3．3．2 〔1）

  セ ラ ミッ ク板 付 きペ デ ス タル は，脱気水 容器 内で 水 浸 させ，

　 それ をデシ ケー
タ
ーな どに 入れて 減 圧脱気 す るこ とが 望 ま し

　 い 。

  a．供試体の 初期ポ テ ソ シ ャ ル を 測定 す る ための 操作 手順

　　 で は ，常に 間隙水圧 計 （図
一5 ）の 表示 を監 視 し，− 30

　　 kPa 以 上 の 負圧 が 生 ず る 状態 と な っ た 場 合 に は ，セ ラ ミ

　　 ッ ク 板表面 へ 速 や か に 給水 し，い っ た ん 負圧 を 開放 す る。

　　 引 続 き，同様 の操 作 をや り直す。

　 b．間隙水 圧計 が
一　30　kPa を 示 し た な らば，供試体 を セ ラ

　　 ミ ヅ ク 板上 に 速 や か に設 置す る。

　 c．セ ラ ミ ッ ク 板表 面 の 過剰 な水 分 を 乾 い た 布 で 拭 き と っ

　　 て もほ とん ど負圧 が生 じな い 場 合 は，セ ラ ミ ッ ク板 また

　　 は 水圧測定 シ ス テ ム 内の脱 気が 不 十 分な こ とが 多い 。

  加圧板法 で は，測定 された供試体の 初 期ポ テ ン シ ャ ル値に

　相当す る空気圧 （正圧）を圧 力室に 負荷 し ， 排水 側を 大気圧

　に 設定す る こ とに よ り，保 水性 試験 の 初 期状態 となる （図τ

　 5参照）。
3，4

〔1）a．含水比 の 計算 に おい て，各段 階 の供 試体 の 質量は最終

　　 段 階の 質量 に各 段 階の 排 水 質量 を順 次加 え る逆 算に よ っ

　　 て 求め る。

　 b．各 ポ テ ン シ ャ ル 段 階 で 含水 比 を測 定 した 場 合 に は，そ
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　　　 空気圧力計

Q 　 ← 空気圧

レ ギ汎レ
ー
タ
ー

　 間

　 隙
圧 水
力 圧

変 捌
換 走

器 用

　o

三軸圧力室

亜 試斜

　通気用 細管
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図
一5　三 軸圧 力室 を用 い た加圧法 （加圧板法）測定装置 の例

の値 を含水 比 Wi （％） とす る。
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4． 遠　心　法

4．1 試験用 具

（t） 遠心機

  　容器

〔3） ろ紙

（4） 含水比測 定用具 　JIS　A 　1203「土 の 含水比試験 方法」

　 の 4，試験器 具 に 規定 す るもの。

  　脱気水

4，2　供試体 の 作製

（1） 供試体 の 作製 は吸 引法 に準 ず る。

  　 ろ過筒 を 用い る場 合は 底 に湿 っ た ろ紙 を入 れ，その 上

　 に 試料 を所 定の 密度 に な るよ うに詰 め る。
4．3 試験方 法

（1） 供試体 を 毛管飽和 さ せ る。

  　毛管飽和 した 供試体を 容器 ご と遠 心 機の ロ
ー

タ
ー

に セ

　 ッ トし，容器に は 蒸発防止の ふた を す る。

（3） 供試 体下 端の ろ紙 面の 回転半 径 ro（cm ），供試 体 中央

　の 回転半径 r1（cm ） をは か り，所要 の ポテ ン シ ャ ル 値 ψ

　に な る回 転数 n （min
−1） を 次式で 算定 す る 。

　　　　・
一

・ （rl
−S）n2 ・ ・… 7 …

一
・

・kP ・・

　 　　　た だ し，r＝（rl
−

ro）

（4） 回転 数 を 徐 々 に 上 げ ，求 め た 回転 数 n に 達 した な ら

　 ば，水分平衡 に達 す る まで 回 転 を続 け る。

  　回 転停止 後，再 び rl（cm ） を測 定 し，こ れ を 用 い て正

　 しい 土 中 水 の ポテ ン シ ャ ル 値を算定 す る。

  　供試 体質量 mi （g）を は か る。

  　水分特性 曲線を 描 く場合 は，目標 とする ポテ ン シ ャ ル

　 まで ，4〜6 の ポ テ ン シ ャ ル 段 階で （2＞〜（6）の 操作 を 繰 り

　 返す。

（8） 最終 ポ テ ソ シ ャ ル 段 階終 了 後に 供 試体の 炉乾燥質量

　Ms （g）を は か る 。

4．4　試験結果 の 整理

（1） 各 ポ テ ン シ v ル 段階 で の 含 水比 Wi （％） を次 式で 算定

　 す る。

　 　 　 　 mi
−

Ms

　 　 Wi＝　　　 x100

　 　 　 　 　 Ms

　 　 こ こ に，

　 　 mi ：第 i段階の 供 試体質量 （g）

　 　 Ms ：供試体 の炉 乾燥質量 （g）

  　土 中 水 の ポテ ン シ ャ ル とそ れ に 対応す る含 水比 の 関係

　を整 理 す る。

【付帯条項 】

　 4．1

　（1） 遠心機 は，原則 として スイソ グ式 または固定式 の 水平 ロ ー

　　タ
ー （容器が水平に 回転す る形式）の もの を用 い る （図

一6

　　参照 ）。 高ポ テ ン シ ャ ル の 測定で は，回転数が 高 く機内の 温

　　度が 高ま るので，冷却 装置を備 え た もの が 望 ま しい 。

　　　　排水凵

俳気凵

γ
’

コ ・ ・

　　　　　　　圏
1

卩
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園
『 齟

ロ
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タ
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採
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1
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．

1

一『

ふ た

　　　　　
口

1
タ

1
中
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定容積 コ アサン ブラ
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　　　 　　 図
一6　遠 心 機の 固定式水 平 ロ

ー
タ
ー

部 の 例

  　容器 に は遠心機 の 機種 に より，ろ 過筒 ある い は 定容積 コ ア

　 サ ソ プ ラ
ーを使 用す る もの がある。

（4） 粒 径約 10mm 以下 の土 の 場 合は ，　 JGS 　T　 122 「電子 レ ン

　 ジを用い た土の 含水比試験方法」 の 2．試験用具 に規定 す るも

　の を用 い て 含水比 を 測定 して もよい 。
4．3

  a．遠 心 機 の バ ラ ン ス を崩 さない よ うに す る ため ，ロ ー
タ

　　
ーの 相対 す る位 置 に セ ッ トす る も の は質量 が 変わ らな い

　　 ように調 整す る。

　 b ，容 器 に定 容積 コ ア サ ソ プ ラ ーを 使 う 場合 に は ，供試 体

　　 下 端面 に ろ 紙 を つ け た ままセ ッ トす る。

（4｝ 回転初 期に は 回 転数 が変動 す る こ とがあ る の で 注意 す る。
4．4

（1） 供 試体 の
一部 を と っ て 含水 比 を 求め た 場 合 は，そ の 値 を 含

　水 比 Wi （％ ） とす る。

5． 蒸気圧法 とサ イクロ メ
ー

ター法

5．1 試験用具

（1） 蒸 気圧法

　 デシ ケ
ー

タ
ー

　 シ ャ
ー

レ

　各 種塩 の 飽和溶液

  　サ イ クロ メーター法

　 熱電対 サイ ク ロ メ
ー

タ
ー装置

　 断熱 箱

　 ろ紙，ビソ セ ッ ト，蒸留水

（3） 含水比測定用具 　JIS　A 　 1203「土の 含 水比試験 方法」

　の 4．試験器 具 に 規定 する もの。
5，2 試料

（1） 蒸 気圧法 　シ ャ
ー

レの 中 に 3〜5g の 試 料 を薄 く敷 く

　 ように入 れ る，ま た は 小型の ブロ
ッ ク試料 を設 置 する。

  　サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー
法 　サ ソ プル ホ ル ダ

ー
に 入 る量 の 試

　 料 を用意 す る。
5，3 試験方 法

5．3．1 蒸気圧 法の 試験方法

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 土 と基礎，46− 2 （4Sl）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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（1） 所定 の 土 中水 の ポ テ ン シ ャ ル に 相当す る塩 の飽和溶液

　 を デ シ ケ ー
タ
ー

の 底 に 入 れ る。

  　試料 が入 っ た シ ャ
ーレ の ふ た を取 っ て デ シ ケ

ー
タ
ー

の

　 中 に入 れ る。

（3＞ デ シ ケ
ー

タ
ー

を恒 温 室 に静 置す る。
（4） デ シ ケ

ー
タ
ー

か らシ ャ
ー

レを 取 り出 し，吸湿 を防 ぐよ

　 うにふ た を して 試料 の 質量 をはか る。

  　測定 した試料 を再 びデ シ ケー
タ
ー内に戻 し数 日間静置

　 す る。

  　試料の 質量 が一定 に な る ま で   〜  の 操作を繰 り返す。

  　試料の 含水 比 を 求め る。

（8） 水 分特性曲線を描 く場 合は，各種 塩の 飽和溶液 で（D〜

　 の の 操作 を繰 り返 す。
5．3．2 サ イ ク 囗 メーター法の 試 験方法

（1） 蒸留 水で 洗 っ て 乾 燥 さ せ た サ ソ プル ホ ル ダーに試 料 を

　入 れ，サ ン プル チ ャ ン バ ー
内 に 密閉 す る。チ ャ ン バーを

　 断熱箱 に 入 れ て 恒温 室 内に 静置 し試 料が 水分平衡 に達 す

　 る の を待 つ 。

  　熱 電 対 湿 度計 の 出 力電 圧 をは か る。

（3＞ 試料 の 含水 比 を 求め る。

（4） 水分 特性 曲線 を 求め る 場合は ，各種の 水 分 状態の 試料

　 に つ い て （1）
一一（3＞の 操作 を 繰 り返す 。

5，4　試験 結果 の整理

（1） サ イ ク ロ メータ
ー法 で は，水の ポテ ソ シャ ル と出力電

　 圧 との キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン カ
ーブを用 い て ，得 られた出

　 力電圧 か ら試料 の 土 中水 の ポ テ ン シ ャ ル を求め る 。

  　土 中水の ポテ ン シ ャ ル とそれ に 対応す る含水比 の関係

　 を整理 す る。

【付帯条項 】

　 5，1

　（1）a．蒸気圧 法 に よ る保 水性 測 定装置 の 例 を 図
一7 に示 す。

　　　 水分 平衡 を 早め る た め に P205 の 入 っ た 除 湿装置 を 介 し

　　　 て 真空 ポ ン プで デ シ ケ
ー

タ
ー内 を

一1kPa 程度 に 減圧 し

　　　 て も よ い。

　　 b．シ ャ
ー

レは 直径 5cm 程度 で ふ た 付 きの もの とす る。

　　 c．各種塩 の飽和 溶液は，表
一3 を 参照す る。

　  a，熱電対 サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

装置 は，マ イ ク ロ ボ ル トメ
ー

　　　 タ
ーと熱電 対湿度 計 を備 えた サン プル チ ャ ン バ ー （試 料

　　　 箱）か らな る。マ イ ク ロ ボル トメー
タ
ーは 1μV 以下 の

　　　 検出精度を 持つ もの とす る 。 サ ン プル チ ャ ンバ ー
の 概 念

　　　 図を図
一8 お よび 図

一9に 示 す。

　　 b．断熱 箱 は 壁 厚 5cm 程 度 の 発 砲 スチ ロ
ー

ル な どの 箱 で

　　　 サ ン プル チ ャ ン バーが 入 る もの とす る。

　　 c．蒸 留水 ま たは，電 気伝 導 度1．OmS ／m 以下 の イ オ ン 交

　　　 換水 を使 用 す る。

　〔3） 粒径約 10mm 以 下 の 土 の 場 合 は ，　 JGS 　T 　 122 「電子 レ ン

　　 ジ を 用い た 土の 含水比試 験方 法」 の 2，試験用 具 に規定す る も

　　 の を用い て 含水比 を測 定 して も よい 。
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図
一T　蒸 気圧法測 定装置の例
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Ie− 3　塩 飽和溶液の 相対湿 度 と水の ポ テ ン シ ャ ル値 ψ （20℃）

塩
湿度
〔％）　　 　 1 （k餮。冫

K2SO4 98 一283Q
CaSO4 ・2HP 98 一2830
KNO3 95 一6940

NH4H2PO4 93．1 一9800

ZnSO ぺ 7H ρ 90
一142DO

KHSO4 86
一20000

KC且 85
一21900

（NH4 〕函q 81．O 一28300
NH4C1 792 一31700
NaC 且 75 一39000

NaNO2 56 一56400

Mg （C2H メ〕2）2
・4且 20 65 一57700

NaBr 59 一71000

Mg 〔NO3 ）2
・6HP 54 一83400

NaCrメ）7
・2H ρ 52 一87300

NaHSO4・H20 52 一87300

Kメ）03・2HP 43 一115000

CrO3 35 一142000

Mg α 2
・6H ρ 33 一148000

CaC12・6HP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
LiCl　　　　　　 l32

．311 一152000
−296000

5，3，1

〔1） 溶液を 常 に 飽和 に保 つ た め，溶液 中 に未溶解 の 結晶が残 っ

　 て い る こ とを 確認 す る

（3） 通 常は 2 週 間以 上 静置す る。恒温 室の 温度は20± 1℃程 度

　に 保つ こ とが 望 ま しい 。− 10000kPa 以下 の 測定を す る 場

　 合には，わずかな温度変 化で もデシ ケーター内擘 に結 露 し，

　誤差 の 原因 とな る。

  　水分平衡に 達す る ま で，1 か 月以 上要 す る こ とが 多い 。

5，3，2

（1＞a，サ ン プ ル チ ャ ン バ ー
内 の 微小 な 温度 差 を 測 定 す る た め

　　 に ，測定 中 に装置 な らび に 装置 周辺 の 温度環境 が 変動 し

　　 ない こ とが望 ま しい 。

　 b，装置 周辺の 温 度 環境 が適切 で あ るか どうかは，熱 電対

　　 接 点 が 乾 い た 状態で 試 料 容 器 に 試 料 を 入 れ ず に測 定 を 行

　　 っ た と き に，出 力電圧 が ほ とん ど
一

定 で ゼ ロ を 示 す こ と

　　 で 確認で き る。

  a．熱 電対湿 度計 は，熱電 対 を使 い 露点 また は湿 球温 度 に

　　 対 応す る 出力電圧 を測定 す る装 置 で あ る。露 点あ るい は

　　 湿 球温度 をはか る に は，チ ャ ン バ ー内 の 熱電対 接点 に 微

　　 量 の 蒸留水 を付着さ せ る 必 要 が あ る 。 これ に は，熱 電対

　　 に 電流 を流 して 接 点の温 度 を下 げ 水蒸気を凝縮 させ る 方

a．サ ンプル チャ ン バ ー，b，サ ンプル ホル ダ
ー，

c 勲電対

　 熱電対接点に電流を流 して冷却 させ，
　 接点上に露を凝縮させてか らサ ン プル

　 ホル ダー内の 相対湿度を測定

図
一8　サ イ グ ロ メ

ー
タ
ー

法 の サ ン プル チ ャ ソ バ ーの 概念図 （水

　 　 　 蒸 気を凝縮 させる方法）

79

N 工工
一Electronic 　 Library 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

資料
一538

マ イク ロ ボル ト

メーター

a

C
　 O リン グ

試料、 　　丁
　 蒸留水

b2
　　　　b置

匳

　 　 　 　 　 a、サ ンプル チャ ン バ ーtb．サン プル ホル ダ
ー，

　 　 　 　 　c．熱電対

　　　　　灣 備 灘 漁 蹄 則蹇
の

）

図
一9　サ イ ク ロ メータ ー

法の サ ン プル チ ャ ン バ ーの 概念 図 （接

　 　　 点 を蒸留水 に浸 す方法）
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e ：デ

ー
タ範囲

　　 法 （図
一8 ）と，接点 を 蒸留 水 中 に 浸す 方法 （図

一9 ）

　　 の 2 種類が あ る。い ず れ の 方 法 も水 分 を付着 させ た 後，

　　 露 点 また は 湿球温 度 をはか り，相対湿度 を求 める。

　 b，湿球型 の サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

は，湿球の 汚染 が重大 な測

　　 定誤 差 を生 む。した が っ て ，湿球 の 汚染 を生 じさせ る よ

　　 うな試料 の 入 れ す ぎやチ ャ ン バー
の 静置状 態 に 十分 留意

　　 す る必 要が あ る 。 標準溶液に よ る 測定か ら湿球 の 汚 染 が

　　 疑わ れ る場合 に は，純水 で よ く洗 い 流 し，再 度測定 を行 う。

（4） キ ャ リブ レーシ ョ ン カーブ は5．3．2 〔1）の 試料の か わ りに水

　の ポ テ ソ シ ャ ル 値 の わか っ て い る数種類の 標準溶液 （表
一3

　参照 ）を 用 い て，5．3，2 （1＞，  の操 作 を繰 り返 し，出力電圧

　 とポテ ン シ ャ ル 値 の 関 係 を求 め る。標 準溶液 と して は 衷一一1

　の ほ か，各 種 濃度 に調 整 した NaCl や KCI 溶液 な どを用 い

　て もよ い 。キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン カ
ーブの 例 を図一10に 示 す。

5．4

  a．蒸気 圧法 お よ びサ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

法 で 測 定 す る の は，

　　 土中 水の 化 学 ポテ ン シ ャ ル で あ る。土 中水 に塩 類 な ど溶

　　 質が とけ て い る 場合に は ，化 学 ポテ ン シ ャ ル に 占め る浸

　　 透 ポ テ ン シ ャ ル 成 分 の 影響 が 大 き くな るため，水分特 性

　　 曲線 を描 く場合 は浸透ポ テ ソ シ ャ ル の 影響を補正 す る。

　 b．土 中水 の 組成 が詳 し く分か らな い 場 合 に は，電気 伝導

　　度か ら 浸透ポテ ン シ ャ ル を 推定 す るこ とが で き，多 くの

　　 土 で は，次の 式で 推定す る。

　 　 　 　 　 o
　 　 　 　 　 　 O　　　　 5　　　　 10　　　 15

　 　 　　 　　 　 　　 出　力　〔pv〕

図
一10　サ イ ク ロ メ ー

タ
ー

法の キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン カ
ー

ブの 例

浸透 ポテ ン シ ャ ル （kPa ＞＝− O．36　x （Ec 値）

　こ こ に，（Ec値）：土 中水 の 電気伝導度 （mS ！m ）

　 電 気 伝導度 の 測 定 は ，JGS 　T 　XXX 「土 懸濁 液 の 電気

伝導度試験方 法」 に よ り行 う。
c，化学 ポ テ ン シ ャ ル （kPa）は 浸透 ポ テ ソ シ ャ ル とマ ト

　リ ヅ クポ テ ン シ ャ ル の 和 と して 求 ま る。

6． 報 告 事 項

試験 結果 につ い て 次の 事項 を報告 す る。

（1） 土中水の ポ テ ン シ ャ ル を求 め るため に 用 い た試験 方法

　 の種 類

  　土中水の ポ テ ソ シ ャ ル と そ れ に 対応す る含水比

（3） 水分特性曲線

（4） 本基準 と部分的 に異 な る方法 を用い た場合 は，その 内

　容

  　 その 他特記す べ き事項

【付 帯条項 】

　6，

　（1＞ 水分特性 曲線 を描 く場合 は，実施 した試験 が脱 水過程 で あ

　　 るの か 吸水過程 か を明記 する。

　  　不 飽和供試体 に つ い て 供試 体の 初期 ポ テ ン シ ャ ル を測 定 し

　　た場合 に は，初期 ポ テ ン シ ャ ル値を 報告す る。

　（3） ±中水の ポテ ン シ ャ ル 測定が主 目的 の 場合 に は，水分特性

　　曲線の 報告 を省略 して よ い 。
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1．　 ま え が き

　「土の 有機物含有量試験」 お よび 「土 の腐植含有量 試

験」 は ，
1990年 の 改正 以降 ， 内容を変更するこ とな く

現在 に 至 っ て い る。今般，関連する規格や 基準の 新規制
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定 ・
改正 ，化学試験機器 の 急速な 進歩，試験後の 排出液

の 有害性 な どの事由に よ り見直 しを す る 必要性 が 生 じた 。

基 準部 ， 土 質試験基準検討委員会お よ び関連する小委員

会 （化学試験小委員会） で は，見直 しの 作業 を進 め，以

下 の 提 案 を ま とめ た 。
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